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み ろ諺lを 価 と叡 仁、いつる、た吉仁、ときどき、

言 いぇ ぐr 古吉 元をいコ ′。「つブきだ よノ

先生へ

・わ か りま す か あ††？ とか い い です か あ††？ とか 0 0 で い い ん で す よね え††？とか 、さ

い ご上 が る††の 、 や め て くん な い ？ ？ ？ あ ま く見 られ て る感 じす るか ら。

おね が い だか ら ネ ッ ！ ！（☆、0 ′☆） で も、 下 が る 11の もヤ ダ （？）。

・ い ば りす ぎ ！l 人 の こ とよ り自分 の事 をち や ん と して か ら、 文 句 を言 って ！

・ おい ！ そ このオヤ ジ ！！ 電車 の中でキムチ食 うな ！くさいだ ろ ！

・ こずか いを増 や して。 人の話 をちゃん と聞いて。休み の 日の朝・昼 ごはん もちやん と した も

のを作 って。夫婦喧嘩 しす ぎ ！ 親 （父）が 自己中 ！！父がテ レビの音でか い し、飯食 うと

きに ぴ ち や くち や（？）言 わ な い で ！← 飯 が まず くな る ！ ！そのへんの おや じ、舌 うちす るな。

・ ちか ん しな い で くだ さ い 。 歩 き タバ コ や め て くだ さい 。

・ い つ も ニ タ ッニ タ ッ しな い で くん な い 、 ち ょ－ キ モ イ

・ うる さ い ！ なん か した らす ぐお こる 。

・ 都合が 良す ぎ。・ 自分勝手す ぎる。

・ いちいち うるせ え～ たまには遊 ばせ ろ。

一先 生 っ ！ l い つ も お こ つて（☆、0 ′☆）ば っか り しな い で ！ ！とっ

てもや る気 にな りません ！

・先生 につ いて クラス全 いん で、やっていない ことをす ぐお こるな。

・大人は、車 にのれ るか らいいよな－ いびき うるせ－ よ

・「大人」 も子供だ った事 ある くせに。

・「お とな」 は タバ コ を 吸 う くせ に 子 供 に 「吸 うな ！ ！」 つて 言 うな（☆、0 ′☆） 体 臭 気 付 け ！

・ 子供 をなめ ないでね。

・ 自分 の こ とば っか りた な に上 げ てん じや ネ ェ ヨ ！ l l l

・先生にひ と言 「差別す るな」 「人 と比べ るな」 「も っと楽 しく授業やれ」

「いち い ち こ まか い こ と で文 句 い うな」

・ 中 学 生 が ケ ー タイ も った って い い じやん か あ～（☆、0 ′☆）

・ と りあえず、ひ いきはやめ て下 さい。

・ 友 だ ち と けん か した こ と ま まが こわ い け ど、 は っ き り 「こわ い 」 と言 え な い。

・私 たち 「子 供」 を愛 して いますか ？ …別 に愛 を受けていて もいな くて も、た まに気 になる。

・ 大 人 の何 が え ら いん だ あー ！ l 自分 の 意 見 を お しつ け る な あ（☆、0 ′☆）
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ども参加者の舌

いろいろな声

・取手市に来たのは初めて。土手で遊んですごく楽 しかった。また来たい。

・ 取手の学校に来ているのに、取手がこんなに良いところって知 らなかった。土手で遊んでめちゃ楽 し

か った。

・ 夕焼けがきれいだった。

・ 小学校でチラシをもらった。この近 くに住んでいたか ら来てみた

け ど、来 てよか った～、明 日も くるね。

・ 取手にすんでいるよ。いろんな所に住んでいる人とおともだちに

な って、メー ル交換 した。 うれ しか った。

・ カルタを作ったのがよかった。おとなの人がた くさん話 しをきい

て くれ たのが、す ご くうれ しか った。

分科会 概略

・ お とな リテラ シー しやべ り場喫茶

子 どもたちがお とな と話 した いとい う思 いか ら出来た分科会 で した。喫茶 とい うよ うに本当にお茶 とジュ

ースを出しま した。お茶を飲みなが ら、知 らないおとなたちと子 どもが、子どもの権利条約について話 し

合いま した。

子 どもたちの感想は、おとなと子どもってやっぱりあまり話 し合 っていないな～。もっと親や学校の先生

以外で第 3 者のおとなといっばい話 したい。

・ 子 ども（で が）つ くる教育基本法

ファシリテーターを子どもが しました。小・中・高・大 と各年代の学生の参加者で、教育基本法を話 し

合 いま した。す こ し難 しいところもあ りま したが 、荒牧 さんに （山梨学院 大教授 ）ゆ っく りじっく り敢

えてもらいながら、自分たちに関わることを真剣に話せたのが嬉 しかったです。話 し合ったことをポス

トイ ッ トに ま とめ ま した 。

・ 子 どもとつ くる自治体施策

喜多明人さんの日本各地での取 り組みのようすなぜ子 どもと作るのか？どうしたら子どもと作れるのか

そ して子 どもが求め る居場所 を、子 ども とつ くる ことを話 し合 いま した。

愛知県高浜市でのアンケー トで、子どもの意識 と親が考える我が子の意識には大きなずれがあった。

日本の子どもたちは自信がない、誇 りを持 っていない、自尊感 情が世界的にみても少ない、 しか し親は

我が子がだいたいは自信を持って生きていると思 っている。当事者の子どもの意見を聞く事が重要。

北海道奈井江町の町村合併住民投票の事、子 ども議会 （ジュニア議会）などは、実態としては各地でイベ

ン トとして行われているが、行政の宣伝であった り、毎年同 じパターンであった りとみせかけの子 ども

参加がみられる。子どもか らの意見で「おとなと子 どもは対等だから、子どもに遠慮 しないで意見を言っ
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てほしい」の意見も。その他、「近江八幡市のハー トラン

ド子 ども議会」など

（ 参加者の意見、アイデア）

・ 常設型住民投票条例制定、この人 り口から飾 りでは

ない市民参加ができるのではないか。

・子 どものことをおとなが語る事の限界 を感 じます。

・市民全部が当事者 となれる体制ができるとうれ しい。

・ ファシ リテーターのスキル を身につ けた いと思 う。

・ 子どもといっしょに考える 「子どもの街」を市民と作っていきたい。

・ 不登校から考える、子どもの休息の権利

東京シュー レというフリースクールの代表者や、現不登

校当事者が自分の体験を話 しました。

奥地圭子さん とシュー レの子 どもたち、不登校 O B がスタッフで分科会で、 じっくり不登校について

話 し合 いま した 。

劣化ウラン弾か らみる子どもの権利条約

劣化 ウランにつ いて 「ス トップ劣化 ウランキ ャンペー ン」 とい う団

体の方がきて説明 しま した．。

今のイラクの現状を話 し、子どもたちにイラクの子どもたちへのメ

ッセー ジの寄書 きを しま した。

このメッセージは、イラクの言葉に訳 し、実際にイラクの子 どもた

ちに届けられます。

・ あそぴにおいで（午後のみ開催）

保育に預 lナられている子どもたちや、小学生の低学年の子 どもたちと。ただただ一緒になって遊びま し

た。

子どもが暴力か ら自分を守るための教育プログラム （C A P ）

午前 ：おとなの ための ワー クシ ョップ

午後 ：①小学 1～ 2 年生（6 ～ 7 才） ②小学 3 ～6 年生（8 ～ 1 2 才）

子どもの持つ権利 、安心・ 自身・ 自由の ワー クシ ョップを しま した。

性教育ワークシ ョップ（心の体の教育プログラム）

午前 ：1 0 ～ 1 2 才対象 午後 ：1 3 ～ 1 8 才対象を対象にワークショップをしました。

自分の体を大切にするために、必要なスキル と知識を手渡すというアクティビティを行いました。

・ い じめは心と身体への暴力

午前中「優 しい心が一番大切だよ」いじめや暴力によって命を失って しまった子 どもの遺族の方に来て頂

きみんなの命が大切なことを詰ました。

午後 「あなたは子どもの命を守れますか ？」話 し合いを小人数で した力領舌し、いじめや暴力で命を失った

子 どもたちの写真や遺書等のパネル展示をしま した。
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「は じめてのお しばい」を考える講演会 （午後のみ開催）

信頼できる親 と一緒にいることで安心 して他者を認識できるのが 2 ～ 3 才児である事を踏まえての研修。

テレビという媒体 を通 してではなく、この時期に生の舞台 との出会いを話 し合いま した。舞台を見ている

子どもたちの目を親は意外と見ていないものでした。ビデオを通 してあらためて子どもたちの目の輝きを

みま した。

・ 親が変わる教師が変わる。これが出発点

ア ドラー心理学の育児プログラムをもとに、コミュニケーシ ョン教育と罰のない育児への提案で、子ども

との関係を見つめ直す機会にと、参加者で ロール プレイを しま した。

・ 市民がつ くる子ども人権条例

子 どもの権利条約の理念を基本とする人権条例素案や条約作 りの取 り組み方と交流 を各地で実践 している

方々に、実践例を話 していただき、参加者か ら質問等に応えなが らの研修会で した。

・ 子 ども も お とな もア ー トだぜ ！み ん な で ア ー トをみ に行 こ う ♪

取手市にある芸大との協力のもと、市職員添乗員の案内で様々なアー トを見学できま した。

福祉会館前か ら、取手市のバスが午前と午後の 2 回出発、多くの参加者がありました。

・ 子 どもをみつめ 子どもとつながる

教職員も保護者も地域の人たちも、みんないっしょになって子どもたちのこと、日頃思 っていることをホ

ンネで語 り合 う機会にと、多くの教職員が参加 しました。

・ か らだで表現 しちゃえ☆子どもの権利条約みんなの軌跡子どもの権利条約アー トだぜ ！

目的は、子 どもたちにとって優 しい街。そのために

子どもの権利条約を多 くの子どもたちが知っている

と便利それを身体で表現 しちゃおう～という企画で

した。いろんな足のカタチ、いろんな歩幅、いろん

な色があるけれど、皆みんな違ってそれでいい、君

の1 歩が道になった。

・ この地球の子 どもたち

おな じ命 で、おな じ人間で、そ して子 ども。だ けど世界に は、産 まれた ところや 、生 きてい くところで、

子 どもたちの状況は確実に違 うんだ ！を判 りやす く発展途上国の現地 ビデオを見たりして、世界の子ども

たちのようすを JtC A を通 して現地で実体感 してきた方に子どもたちの現状を、わか りやす く話 してもらい

ま した。
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子どもの権利条約フォーラム 2 0 0 4

いばらき in 取 手

ひろば委員会子どもグループ 日下 和雄 （高 1 ）

じつ に た の しい時 間 だ った と思 い ます 。子 ど もた ち の意 見 がす ご く出 て き て 、び っ く り しま した 。

僕はまだ 1 度 しか こうゆ う経験が なか ったので最初 はモジモジ していま したが、実行 委員会の子た

ちと楽 し くす ごせ た の で よか った と思 い ます 。

一 日目は子 どもとおとなに分かれ て分科会 して、全体会 の時、グルー プに分かれ、カル タを作 り

ました 。そ して そ の後 、 カル タ と りを しま したが 、僕 が 少 しで しやば った な と思 いま した 。 そ の 時

はたの しんで ま したが、「16 才 はや っちゃいかんぞ ！」とお となの 人に言われ 、多少ム カ ッと しま

した 。 これ が 、 お とな と子 ど もの 意 識 の ズ レで し ょ うか ？ 「あ の お じさん 、俺 は ま だ 15 だ ぞ ！」

と思 った り「なん で高 校 生 が 、カ ル タ と り して は い けな いの だ ！」 と叫 ん で や ろ うか と思 い ま した

が我 慢 しま した 。 と一 日は 速 く終 って しま い ま した 。

二 日 目は 午 前 に ア ー トツ ア ー に午 後 は しやベ リ場 に

行きま した。アー トツアー は寝 不足気味な僕に追 い打ち

をか ける様 に睡魔 に襲われそ うにな りか けま したが、で

も絵 を見てて気分が晴れ晴れ しま した。街の中にアー ト

とは ‥ ・ とは思 ってた ものの、さびつ いてな く、す ご

く身近な存在 なんだな～、と思 いま した。午後 は、日清

のカ ップヌー ドルが大量に あったので、いまや っている

あの C M を再現 しま した。そ して しやべ り場なんですが ‥ ・午後は河原で遊ん でま した。ス タン

トと言いなが ら河原 を転 が り落 ちま した。痛 くはな いだ ろ うと思 ってたの です が意外 と痛か ったで

す。

も うそろそろ 5 0 0 文 字 を突 破 するのでま とめたい と思います。この フォー ラム は楽 しいと同時 に

深く考 え させ られ ま した。子 どもの権 利条約が今に も風化 しそ うで 、これ を守 るのが子 どもだと僕

は思 います 。 このよ うな活動が子 どもを守 るのだ と思 います。

楽しい 時間 を あ りが と う ご ざい ま した 。

加藤 愛美

まず フ ォー ラム を振 り返 って感 じる こ とは す っ ご く楽 しか った 。大 人 の 方 も も ち ろん た くさん い

たけれ ど、子供達 が協 力 して企画 を した り、意見 をだ しあ った り。本 当に幅広 い世代の人達が協力

して み ん な で や りと げ た とい う こ とがす ご く嬉 しか った で す 。ま た 2 日間 にわ た って の フ ォー ラム

だった の で 、話 し合 い を してす ぐみ ん な帰 って い くの で は な くて 、た くさん の 交 流 が とれ た こ と も

よか った と思 います。各 グルー プの発 表 を聞 いた りす るだ けでは、なかなか意 見交換 もできません 。

その分責用 もかか るだ ろ うけど、少 しずつみん なで出 して いって、交流を とるな ら、誰 も嫌 とは言
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わないで しょう。 2 日 目の分科会 もい ろい ろな話が聞 けてす ご く勉強 にな りま した。普段 聞けない

ような難 しい話 、みん なで意 見を出 し合 う場所。こんな場所が あった らいいのにな と思 って しまい

ます。ただ、少 し思 ったのは、す ぐ近 くの道路の ことです。車 の通 りが けっこうあって、 フォー ラ

ムには小学生の子達 もた くさん来てい るので危 ないな と思 いま した。

私達 、ひ ろば委 員会 は初めに会場 に来た時 、あま り知 られ ていな いのだ と感 じ、なかなか輪 の中

へ入 って いけません で したが 、逆 に知 って もら うには絶好のチ ヰンス と思 い、自然 と紹介 にも気合

いが入 っていま した （苦笑）でも、本当にた くさんの方々に知 って いただ けてよか った と思 ってい

ます。 こうや って、地元だ けで活動 を しているのではな く、時 々県外 に足 を運ん で名刺 を交換 して

手紙や メール で連絡 を とりあ う。こういった事 を繰 り返 して いけば、どん どん李流 も広 まっていき

ます 。 こん な フ ォー ラム を これ か ら も続 け て い け る よ うに 、 私 達 もが ん ば って い こ うと思 い ま す 。

楽しいフォー ラム ＝居場所 の 1 つ かな ？それ では、本当に あ りが と うございま した。

武田 和也

僕 は この フ ォー ラム に参 加 して 思 った こ とは 自分 と同

じ活動 を して いる人達が こん なに もいる とは知 らなか っ

た。最初 は途 中か ら入 ったの で何 をや っているのかわか

らなか った けどいろい ろな人 の説 明の おかげです ぐに内

●

容がわ か った。 1 日目の内容 もわか りやす か った し、た

くさん の人 と交流す る ことが できま した 。夜 の交流会 の

食事 は地 元の特産 の奈良漬 けはち ょっとアル コール具 さ

かった けどとてもおい しか った。これ か らこの ような フォー ラムが ある時に は地元の特産物 をた く

さん だ して ほ しい と思 い ます 。夜 も い ろい ろな 人 と交 流 が で きだ し、 ち ょ っ と難 しい詰 も聞 いて 夜

遅くまで 起 き て い た 。

2 日 目の 分 科 会 で は子 ど も とつ くる 自治 体 施 策 に 参 加 して 、子 ど もが つ くる 自治 体 につ いて くわ

しくわか った 。いろいろな例 を見 て思 った ことはバーク レー市の場合は市民が議会 に参加で きてす

ごい と思 った 。子 どもだって出るか らす ごい と思 った。近江八幡市の ジュニア議会では 自分達で公

園をつ くって しまったか らまたす ごいと思 った。その後僕がつ くった憲章 を説明 した けど前 日まで

説明 す る こと を し らなか った の で とて も不 安 だ った け ど うま く説 明 で きた と思 う。も うす こ し早 く

教えても らえた らも っとよい文章 にな った と思 う。最 終的に思 った ことは子 どもとおとなの交流が

できていい と思 う事 と、子 ど もが このよ うな時に発表 がで きて いいと思 う。また この ような機会が

あれ ばぜ ひ参加 したい と思 います。

佐藤 和樹

この度 は この子 どもの権 利条約 フォー ラム 2 0 0 4 い ば らぎ in 取手に参 加 させ ていただ きま した。

まこと に あ りが と う ご ざい ま した 。僕 は この よ うな とて も大 きな 会 に 出 席 す るの は 、初 め て だ った
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の緊 張 しなが ら、どの よ うな会 なの だ ろ う ？とか ワ ク ワ ク ドキ ドキ しな が ら この フォ ー ラム の 方 に

参加 しま した 。 そ して フ ォー ラム が 始 ま る前 に会 場 の ほ うを見 て 回 って い る と、 とて もた くさん

の参加者方が いて しか も大人の方が 多か ったの には、驚 きま した。 この フォー ラムは、子 どもの

権利条約の フォー ラム なので子 どもの方の方が 多いと思 っていたけ どそれ に反 し大人の方が 多

いの で驚 きそ して感動 しま した 。なぜ な ら、最低 でも、あれ だけの大 人の方々が子 どもの権利条

約に 関心 を も って くだ さる とわ か っ たか らです 。そ して 、フォ ー ラム が 始 ま りま した 。この 時 に は 、

大人 の方 と子 どもの 方 を分 けて の ワー ク シ ョ ップ を しま した 。（大 人 の 方 は 何 を して い たか は よ く

わか らないけ ど）この よ うに大人の方 と子 どもの方 を分 けてそ して同時進行 し、そ して後半には二

つを くっ つ け る と い う考 え は と て も よか っ た と思 い ます 。二 日 目の 分科 会 も、 自分 達 の 好 きな と こ

ろに い け る と い うと こ ろ も とて も よか った と思 い ます 。

二 日間 を通 して とて も い い勉 強 に な りま した 。 あ りが と う ご ざい ま した 。

子どもの権利条約ファーラムを終えて 神吉 万荊菜（1 3 歳）

今回子ども実行委 員として活動 していったなかで、痛感させられたことが「子どもの権利条約広く認知さ

れていないこと」だ。日本は子 どもの権利条約を批准して 1 0 年が経過 している。今 回 1 2 回 目となる取手

でのフォーラムは、終わ りではなくスタートだ、という考えで活動にあたった。しかし、一方では説明が不十

分であったと思う点もあり、フォーラム 自体の説明の必要性を感じた。

今回功を奏 したのはやはり「主催者 」と「参加者」を分 けず に平等に全体会を催 したこと

であろう。特にカルタ取 りはなかなかないアイディアで、子どもも大 人も楽 しめる全体会であったと思う。

しかし、その一方で全体会のグループディスカッションの際会場

に伝達事項を伝えたところあるグループから「シーツ」と注意 され

てしまった。しかし、その伝 達事 項は私達が伝 えるべき、と判 断し

たもので何故マイクを使用 してはならないのか不思議だった。

真 剣 な話 し合 いだったか もしれ な いが 、ディスカッションをしてい

たの はそのグループだけではなかったと思う。

他 の人 々はそうは思わないかもしれないが、今 、「子どもの視

点」を活用している場が社会で大きく取り上 げられ ていない気 がする。今回のフォーラムでは非常 に子ども

の意 見 を大 人 が 重 視 してくれ たか らこそ、とてもいいフォー ラム になったと思 う。しか し、一 方 では あま り話

しを聞いてくれない大人がいたり、子どもが話 しているのにそれを遮って自分の主張を言っていたりする大

人もいた。もちろん、自分の意見を主張するのは良い事だし、意見を主張したことで非難されるのは好まし

くない 。しか し、自らの 主 張 だ けで は「議 論 」は成 り立 たない 。

大 人が作っている「社会」が悪いわけではない。しかし、子 どもと大人が力を合わせて作った「社 会」の

方がより良い物 になるのではないか。

フォー ラム という「スター ト」を振 り返 って私 はそう思 う。
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林美穂 ★☆感想☆★☆ 子 ども実行委員会 メンバー

「子 どもの権 利条約 フォー ラム 2 0 0 4 いば らき in 取手」か ら約 一年経 って振 り返 ってみ る と、

いろい ろな人 と出会 い、当た り前 だ けどいろいろな考 え方が あった。フォー ラム初参加 なのに実行

委員 に な ち や つて 、戸 惑 った こ と も い っ ば い あ った し、イ ライ ラ して しま うこ と も あ っ た 。い ま ま

で自分 がいた 「学校」 とい う場所 とは全然違 って、子 どもが主

体にな ってや るこた はま った くと言 ってい いほどな っか たか ら、

楽しか った し、「分 か らない」と言 っていい雰囲気が あって とて

も良か った。

当 日は 一 箇 所 にず っ とい て 、 今 思 う と 「違 う と こ ろ に い っぱ

い行 け ば よ か った 」 と ち ょ っ と後 悔 して る。 で も、 この フ ォ ー

ラム は私 にとって とても良い経験 だ った。

☆★ ☆ コ メ ン ト☆ ★ ☆

・ 足 跡 を お した 紙 にみ ん な で コ メ ン トを書 いた と こ ろ。

も うち ょ っ とで フ ォー ラ ム も終 わ り・ ・ ・ 。 み ん な それ ぞれ

一生懸命 コメン ト書 いてたね。

フォー ラムの終わ りに風船が上か ら降 ってきたと ころ。みん な楽 しそ うに風船割 ってたな あ。

その後の掃除が大変だった・・・・ 。

☆コメン ト☆ 最後 にみん なで風船 を割 るところ

・ せ っか くの風船が も ったいな くて思わず泣 いちゃったんだ・・・ 林みさ

おとな実行委員会の感想 土田 恵子

実行委員会の委員は、実行委員会の発足時点で子 どもの権利条約について既に知っているか どうかは

重要 では なか った。 む しろ関係 な い と言 って も いいだ ろ う。 ま た、 知 って いて も捉 え方 は様 々な筈 だ。

実行委員会 を重ね る度 に、そ こを知 り合い、ともに考え、温度差を縮めていきたかった。実行委員会の

始めに は毎度 プチ講演 会 もあ り、クイ ズ形 式で アイ ス プ レイ キ ングな ども試 み た。 フォー ラム が過 ぎた

後、「知 り合 った」人 々が 茨城 の そ こか しこにい る って い いな と思 って いた 。

だ け ど、 コ ミュニケ ー シ ョンに は慣れ て いな いの か、国 民性 ゆ えか 、大 人 にな る までに い ろい ろ着 込

んで しまったのか、それは叶わず、フォー ラムは茨城を去って行 った。

「で古知 り合 った人 る一犯山いた よ。ノ
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2 ∞ 4子どもの権利条約フォーラムいばらき in 取手

芸⑳ ラム 奮屏 す愚⑬に賛同』でくぁた

個人一団体（順不同〉

★賛同個人
天野隆

丸山朋孝

宮本清美

上杉孝寛

水内まゆみ 好光紀 荒牧重人

門田尾昌明 囲谷 雪絵 坪 井節 子

喜多明人 北千加枝 長谷部真琴

高橋春江 川俣佐代子 田中禎

新井はるみ 笠井広子 内田塔子 田口房雄

本郷仁視
安部芳絵

大峰芳樹

唯根浩子

田家文衛

小川和芳

枠磨道子 神吉徹郎 矢野智子

丸山み どり

土田恵子

赤池悦子

三浦智恵

藤井幹夫

黒川滋 高橋弘子 小柳満雄 山本南

吹田きみ子 井上ゆかり 海東宗平

湯原義仲 高木正 塚本将男 畑中景子

瓦野伸子 林加代子 横井真 加藤久子

田中好彦 磯部元樹 幡野静子 奥田清子

浜田実 荒木雅子 中村たづみ 中村勝彦 種子田孝子

湯浅雅子 藤木武夫 中原淑美 佐々木道子 谷川富子

田中文子 城え内景子 小林有紀子 東純子 石田三代

子大塚裕子 阿部道子 野田俊作 松永芳光

望月和子 森田邦子 斎藤久代 大野誠一郎 伊美聡 岩

堀瑞子 松田郁子 高橋さと子

川口聡 橋野健一 橋木久代 湊津麻里 北風洋子 岩崎長久 白石正人 赤羽直一

朝比奈通子 小林靖男 平沢邦夫

★賛同団体
子どもの権 利条約ネットワーク 子どもの権 利条約＠福 岡 N P O 法人 N G O 未 来の子どもネッ

トワーク 大阪府教育施設運動協社会 チャイルドライン支援センター 学校災青から子どもを守る全国

連絡会 子どもの権利条例東京市民フォーラム アーユス仏教国廿協

力ネットワーク 社田法人子ども什報研究センター （特）子ども劇場茨城

東京生活者ネットワーク 兵庫教職鼻組合川西支部 川西子どもネット N PO 法人2 1世紀教育研究所

N P O 日本スポーツ振興会 F ‘＄B O X プリヴコア ペガサス いばらき子 どもの虐待 防止 ネットワークあ

い子どもの人権速 めぐろチャイル ドライン

ありが とう

ございました
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予 どもの権利条約 フォー ラム 空 Q ¢ 4 いば らき 蔓n 取手

【 主催 】子 どもの権 利条約 フォー ラム 2 0 0 4 いば らき実行委 員会

【 実行委員長】取手市長 塚本光男 早稲田大学教授 喜多明人

【 共催】取手市

【 実行委 員会参画 団体 】子 どもの権 利条約ネ ッ トワー ク／N P O 法人子 ども劇場 茨城

土浦子 ども劇場 ／牛久おや こ劇 場 ／つ くば子 ども劇場 ／水海道子 ども劇場

子 どもの人権 を考 える 「モモ」／N P O 法 人水 戸 こどもの劇場 ／B S いばらき

C A P いば らき／N P O 法人東京 シュー レ／「千葉 県子 ども人権条例 」を実現す る会

い しおか子 ども劇場 ／N P O 法 人 N G O 未 来 の子 どもネ ッ トワーク

【 後援】取手市教育委員会 ／茨城県 ／茨城県教育委員会 ／龍 ヶ崎市 ／龍ヶ崎市教育委員会

水 戸市 ／水 戸市教 育委員会 ／石 岡市教 育委員会 ／つ くば市 ／つ くば市教育委員会

藤代町 ／藤代町教育委員会 ／笠間市 ／笠間市教育委員会 ／結城市 ／結城市教育委員会

守谷市教育委員会 ／那珂町 ／那珂町教育委員会 ／大洗町 ／大洗町教育委員会 ／茨城町

茨城町教育委員会 ／牛久市 ／牛久市教育委員会 ／川西市 ／川西市教育委員会

柏市教育委員会 ／流山市教育委員会 ／我孫子市教育委員会 ／高浜市 ／高浜市教育委員

会 ／チャイル ドライ ンいば らき ／毎 日新 聞水 戸支 局 ／東京新聞水 戸支局

朝 日新聞水戸総局 ／茨城新聞社 ／茨城県弁護士会 ／読売新聞水戸支局 ／セーブザ・チル

ドレン・ ジャパ ン ／N H K 水 戸放送局 ／（財）日本ユニセ フ協会水戸の会 ／近江八幡市

川崎市 ／土浦市 ／土浦教育委員会

【 協 賛企業】キ リンビール株 式会社取手工場 ／日清食 品株 式会社

予ども⑬権利条約ヲオーラム 盈O Q 4 いぼ らき in 取亭報告集

制作 ：子 どもの権利条約 フォー ラム 2 0 0 4 いば らき実行委 員会 メンバー

事務局 ：〒30 1－08 4 1 茨城 県龍 ヶ崎市白羽 4 － 1 － 2
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